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おいしいご飯を炊くためには、たっぷ 
りの水で手早く洗うのがこつです。手 
早く適度な力でギユツギユツと米粒どラ 
しをこすり合わせ、たっぷりの水で一 
気に洗い流します。水が澄むまでしつ 
かりすすいでください。 


ガス炊飯器で炊いたご飯がなぜおい 
しいか。それは強い乂力を持つ炎が、 
かまを包み送むようにして、むらなく 
—気に炊きあげるか5です。カニ穴 
ちバッチリできています。 

カニ穴や、おねばにうつ 




よいお米には 
ごやびある 

お米を買う時は、精米してか S 日数 
がたってないちの。お米に透さ通る 
ようなつやがあるちの。そして粒が 
そろってふつく S としているちのを 
選びましょう。 


7 JC にち 

こだねつてみる 



ぶ 


せっかくおいしいお米を選んでら 
それを炊く水がまずくてはだいな 
しです。ちょっとぜいたくですがミ 
ネラルウオーターを使ってみるの 
らいいですね。 


曰本でつく6れている 
品種は200種な上 


it ■海おは 
巧テが 





コシヒカリ、ひとめ I まれ、ヒノヒカリ、 
あきたこまち、キララ397、キヌヒカリ、 
日本晴など日本では200種似上の品 
種がつ<5れています。しかち同じ 
品種でら産地や気候によってかたさ 
やおいしさに違いがあります。 


■IIIDDDDDD 

□ □□ 


玄米の芽を1 mm 程度発芽させることによって、 
それまで眠っていた酵素が活性化し、栄養価 
が高まります。表皮がやわ5かくなっているの 
で、白米と同じように炊くだけで、玄米より消 
化しやすいのが特徴です。 

健康食品としてを目されています。 




たつぷりのかで 
手早くとぐ 


お米はこんな巧び巧を 


ガスが飯器は 

しやつきり、ふつく6、 

SS 香〇に巧をあびる 


発芽玄米は巧養たつぷ〇 
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お米の品種や状態、また料理やお 
好みによっても水加減を調節してく 
ださい。 （1 日ページの炊飯表を参照 
してください。） 

インデイカ種の米（タイ米など）は、目盛よりも多 
めの水加減で炊いてください。 




秋 

冬•春 i 夏 

けりり入れ一 12 月） 

(年明け一梅雨まで） i 術雨-巧米ができるまで） 


淵 I 【誦が a 

吸水率 

訓 




季節によつてち 
お米の質はおわる 


、新米: 


刈り入れか S 2 〜3力月までのお米を 
新米といい独特のうまみがあります。 
しかし、吸水率が良いので、ベチヤ 
つく傾向があります。 


(夏場のお米^ 

梅雨を過ざると、お米の脂肪が酸化 
して 吸水率が悪くなり、炊さあがり 
は、パヴパヴしためか臭い炊さあが 
りになりがちです。 


無洗米は水を加えると表面に気泡がで 
さて、水が吸収されにくくなります。 
また、種類によっては粉が多いものが 
ありますので、そのまま炊飯すると炊 
飯不良の原因になります。1〜2度す 
すいでからの炊飯をおすすめします。 
14 . 15ぺージを参照してください。 


胚芽精米、麦ごはんは1時間くらい 
水に浸して、目盛りより多めに水加 
減するだけ。特に白米と炊きちは変 
わりません。 （1 日ページの炊飯表を 
参照してください。） 


おホは、日光のあた b ない、風通し 
のよい所に置いてください。冷蔵庫 
の野菜室ら最適です。精米したお 
米は曰がたつにつれ味が落ちてい< 
ので、2週間ぐ!5いで使い切るのが 
いいでしょラ。また計量米びつを使 
つている場合は、お米を買い足す時 
などにとさどさそラじをしてくださし、。 



が 

が 

% 



呼お 
び米 
名は 
び精 
変米 
わの 

らみ殻だけを除いたちのを玄米。 る程 
めかと胚芽を取り除いたものを白米 g 

と呼びます。白米には、めかを取り -75 

除く程度によって五分づき米-兰分 ^ 

づき米があります。また、玄米から 
めかを落とし、胚芽をでさるだけ多 
く残すよラに精米したちのを胚芽精 
米といいます。 


が - 鼓 ！^ 

紙 


化か t 巧ミを^ 
か)がな 


お米や料巧によつて水加減 


胚芽精米、 

麦ごはんち 
おいしく巧く 


1畔巧い，ヒ 
待ミドぶ： 



がミドぶ： 


無洗米を 
おいし<巧く 


の 
























































HIlD □ □ □ □ □ 


内ぶた取付軸 



内ぶた取付パッキン 


つゆ受け 
(大） 


点乂確認窓 


^炊飯レバー 


ぶ 


炊飯調節つまみ- 


取っ手 


キャッチ部 



ガス接続 □ 


つゆ受け 



感熱部 


パ'- ナー 


31置 


点乂プラグ 


炊飯レバー 


巧飯燃焼部 


ボタン 


□ □ □ 


0 




クク 


DDDDD 


□ □□ 

□□□□□□□ 


□ □□□□□田 □ 

□ 皿 □ □ 


DDDDD DDDDDDDD 

□ □□□凹 


の 
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©DDDDDDDDDDDD 
@ □□□□□□□□□□凹 
@ □□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDD 
@ □□□□□□□□□□凹 
©DDDDDDDDDDDD 
3D8DDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDD 


D D D D D 
D D D D D 


□□□□□□□ 


□ □□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□ 



□□□□□ □□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□ 


4DDDDDDDDDDDD 
□ □□□□□□□□□□□回 


A 警告 

(乂災予防条例で規制されてい 
ます） 

-設置ずるときは可燃物との距 
離を確実に離す。 

-距離が近いと乂災の原因にな 
りまず。_ 


•防熱ホ反について 


材質 

厚さ 

ごミ主意 

鋼 ホ反 

0.5 mm 
似上 

可燃物と 1 cm 似 
上の空間をとり、 
有害な変おの 
ないよう補強し 
て < ださい。 

ステンレス 
鋼 ホ反 

0.3 mm 
m 上 


※防熱欄こついては、お買い上げの販売店また 
はもよりのガス事業者にご相談ください。 


□ □□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDD 
□□□□□□□□□□□□ 


DDDDDDDDDDDDD 
□ □D DDDDD D□□□□□□□ 
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D D D D D D D 


DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDD 



DDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □ 

D D D 

□ □□□( P □中□□□□□□□□回 
DDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□ 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 



□ □□□□□□□□回 □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □ 


■llln □ □ □ □ □ 



dddddd 


□ 

D D 

D D 

□ □ 
D D 


4 


の 

































hiid □□□□□□ 


•DDDDDDDDDD 


DDDDDDDD 


□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□ 




□□□□□□□□□□□□中 □□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



っ □□□□□□□ 


Oddddddddd 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 


□ □□□□□□□□□□□□□ 0 ) © 

□ □□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□ □ 


炊飯かま 




^3 


g 

内ぶた 


計量カップ 




DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□日日日日日日日日 □□□ 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□日日□日日日日日日日日日日日 □□□ 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□日日日日日日日日日日日日日日 □□□ 
DDDDDD 

〇 

造^ま意 

機器を水につけたり、水をかけたりし 
ないでください。不完全燃焼•故障の 
恐れがあります。 








































DDDDDDDDDDDDDD 


ODDD 


DDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□岡□□□□□田 □□□□ 

□ □□□ ml □□中 □□□□□□ 

•DDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDD 



xDDD 



2 


D D DDD 




©□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

@ □□□一 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□ 

•DDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD 化物 ド 
•DDDDDDDDDDDDDD を作 

DDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDD 

『□□□□□□□□□□□□□ 


□ □□□□□□□□□□□□□□□回 
•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDD 


T 


D D D D 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDD 驛〇 DDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□凹 




(多め） 

やわ S かめ 
ふつラ 

かため 
(少なめ） 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

DDDDDDDDDDDDDD 

□1 已□□□□□□□□□□□□□□□回 
•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 
DDDDDDDDDDDDDD 


ここが 

ポイント 


• □□□□□□□□□□□□□□中 □□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDD 




































■■■□ □□□□□□ 


□□□□□□□□□□□□ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

•□□□□□□□□□ 30凹60〇 □□□□□□□ 60 Q 0 90 □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□回 □□ 
•12 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
『□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□30 D □□□□□□ 60□□凹 
7□□□□□□□□□□□□□□□凹 


• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


□ □ 

□ □□ 
DDDDD 

□ □ □ □ □ 

DDDD 

□ □ □ □ 

RR -100 GS-C 

2 D 11 

D 17 D 24 

D 14 D 21 


か旗表 


お米の種類 

炊飯量（カップ） 

水加減 

水にひたす時間（分） 

RR -100 GS-C 

春〜夏 

秋〜冬 

白米 

2〜11 

ふつう 

301 U 上 

目 01 U 上 

新米 

2-11 

ふつうより少なめ 

約30 

約目0 

無洗米 

2〜7《 

ふつラ 

30於上 

目 01 U 上 

ち米 

2〜11 

ふつラより多め 

(ふきこぼれる場合があります。 

その時は炊飯量を減らしてく 

ださい。） 

60似上 

り化ソ上 

胚芽精米 

2〜7 

分づさ米 （3 .日.7分） 

2〜7 

麦まぜ米 

2〜7 

輸入米 
ブレンド米 

2〜11 


※無洗米の種類によっては、粉の多いものがあります。炊飯量の多い場合けカップ上）は、特によくすすいでにごりを少 
なくしてください。にごったまま炊飯するとデンプン質が沈ミ殿し炊飯不良の原因になることがあります。 

• 精米方法•銘柄によって炊さ上がりに差がでる場合があります。 

•最ノ」が量の炊飯時は、かため • やわ5かめが変化しやすくなります。 

•最大米量の炊飯時は、ふきこぼれる場合がありますので、特に水量を正確にし、ひたし時間をじゅうぶんにとってくださし、。 
♦玄米の炊飯について：発芽玄米はお米の袋に記載の炊飯方法で炊飯できますが、玄米は炊けません。 

• 麦まぜ米の場合は、水加減が少ないとこげる場合があります。 


の 

























♦□□□□□□ 


2 DDDDDDDD 

□ □□□□□回 


□ □□□□□□□□□□□田□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ 



□ □□□□□□□□□□□□□中 □ 

□ □□□□□□□□□□□□□回 
DDDDD D 



□□□□□□□□□□□□□叫 

□ □□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□ 


感熱部 



•□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □□□□□□□□ □□□回 


•DDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDD 


0 



0 



•DDDDDDDDDDDDDDD 

□□□□□□ 

DDDDDD /// 

ぐ□□□凹 
□ □□凹 


0 



□□□□□□□ 



□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 


□ 
D D 

□ □ 
D D 
□ □ 
D D 


4 


□ □□□□回 


の 































1 DDDDDDDDD 


□ □□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□田□□□□凹 

□ □□□田□□□□□□□□問 



^DDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 
□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDD DDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 




•□□□□□ 


参表示数字は、炊飯量（カップ）のめやすです。 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 


DDDDDD 

DDDDD 

DDDDD 

DDDDD 

DDDDDDDD 

DDDDD 

DDDDD 

DDDDDD 


DDDDDDDDDDDD 

UUiniPD DDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD □ □ □ 

DDDDDDDDDD 

為； 


面 



A ま意 


炊飯燃焼中は、炊飯燃焼部 • 本体 
部•外ぶたが熱くなりますので手 
を触れないでください。 

やけどをしないようにごを意くだ 
さい。 


(§) 

接触禁止 



DDDDDDDD 

DDDDDDDDD 

DDDDDDDD 

□□□□□□ 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

©DDDDDDDD DDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□ 


©DDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDD 


o 


•□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□凹 























































3 □日□日 □ 

□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDD 


5 


□ □□□□凹 


□□□□□□□□□□□□□□□□口 
□ □□□□□□□□回 



•□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□ 

•DDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 

•DDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□田□□凹 
DDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDD 


4圓 


DDDDDDDD 




DDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDD DDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □ 

□ □ □ 

D D D D 



ポイント 


□ □□回 


<»□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDD 
<»□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDD 


©DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDD 




DDDD 


の 
































































HIID □ □ □ □ □ 


nm DDDDDDDDDDD 

を□□□□□□日 @ □□□□日 □□□ 


O 

DDDDDD 

DDDDDD 

DDDDDD 



感熱部 



参フ□—卜の取り付け方 

内ぶたに、内ぶた取付パッ 
キンの溝部を入れてから、 
フ□ートを取り付けてくだ 
さい。 

内ぶた 

内ぶたのフ□ー トの下は、 
ミちれがつさやすいのでフロ 
ートを外して洗ってくださ 
い。 

——炊飯かま 



つゆ受け 

参はずし方 

取り外し用つまみに 
指をかけ、矢印の方 
向に広がるようにひ 
っぱつて < ださい。 


□ □□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□回 

□ □ □ □ 

□ □□回 

/DDDDDDDDDN 

DDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDD 
\DDDDD 



□□□□□□□□□□□□□□□□叫 

□ □□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□ 

参擊 

金属た わし ナイ □ン 
酸性、 广ホし 

アルカ U 洗剤 




2 


□ □回 


DDDDDD 

□□□□□□□□ 



0 


DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 



DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDD 


□ □□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□□ 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDD 

•DDDDDDDDDDDDDDD 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□回□□□□□□□□□□□□□□凹 □ 

•DDDDDDDDDDDDDDD 

• D DDDDDDDDDDDD 



□ 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 


D 

□ 

□ 

D 

□ 

□ 

□ 


部 

耻 m 


1 □ □ 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

の厂 □ □ 

一 □ □ 

] - D D 
□ 「 

目 

DD¬ 

DDDD 

□ □目 

□ □目 

□ □□□ 図 

□ □□□ 面 

□ □□□ 断 

□ □□□ 

□ □ □ □ 

□ □ □ □ 

L D D D 

1=1 □□ □ 

□ □ □ □ 
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A 警告 


\ 

修理•改造は高度な専門知識が必要でず。お客様自身では工具を使用して分解したり、 

修理•改造は絶巧に行わないでください。 

火災 • ガス漏れの恐れや異常動作してけがをずることがありまず。 
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機器を水につけたり、水をかけたりし 
ないでください。不完全燃焼•故障の 
恐れがあります。 
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現 象 

•お調べいただくこと。 ^処置方法 

点乂しない 

•ガス检が全閉になっていませんか。 

^ガス检を全開にする。 

•ゴム管が折れていませんか。 

与ゴム管の折れを直す。 

•乾電池が入っていますか。又は消耗していませんか。 

^乾電池を入れる。又は新品に交換する。 

炊飯レバーから手をはなすと 
消乂する 

•立消え安全装置に水滴やふさこぼれがついていませんか。 

^水滴、ふさこぼれをふきとる。 

•ホ欠飯レバーから手をすぐはなしませんでしたか。 

^数秒間押しつづける。 

消乂する 

•立消え安全装置に水滴やふさこぼれがついていませんか。 

^水滴-ふさこぼれをふさとる。 

(消乂に気づいたとさは、すぐ炊飯レバーを「切」の位置に戻し、約1 
分間待ってか5再点乂してください。） 

炊きあがりがかたい、 

おがある 

•洗米後ザルなどで水切りしていませんか。 

^洗米後は必ず水に浸し、吸水させる。 

•無洗米を使っていませんか。 

与1〜2度すすいでから水に浸し、吸水させる。（10、14、15ページ参照） 

^米量がをい場合は、特に念入りにすすぐ。 

•ひたし時間は適正ですか。 

^白米：春〜夏は約3日分、秋〜冬は約目日分 
胚芽精米-輸入米-古米：春〜夏は約60分、秋〜冬は約90分 

•お米の量、水加減はまちがっていませんか。 

^計量カツプでお米の量を確かめる。 

^水平な場所で、両側の目盛で水加減する。 

^無洗米を炊<場合は無洗米専用計量カツプを使用する。 

•炊飯かま、内ぶた、内ぶた取付パツキンなどは変形していませんか。 

^蒸気のちれが多いとかたくなるので、変形した部品は交換してくださ 
し、。（有償） 

•炊飯調節つまみの目盛とお米の量がまちがっていませんか。 

与炊飯調節つまみの目盛とお米の量を合わせる。 （17 ページ参照） 

ふさこぼれる 

•お米の量、水加減はまちがっていませんか。 

^計量カツプでお米の量を確かめる。 

^水平な場所で両側の目盛で水加減する。 

^無洗米を炊く場合は無洗米専用計量カツプを使用する。 
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A 警告 


使用中に異常を感じたときはすぐに使用を中止する。 
あわてず、ガス检を閉じる。 

V_ _ _ y 


現 象 

•お調べいただくこと。 与処置方法 

ふさこぼれる 

•炊飯かま、内ぶた、フ□ー ト、内ぶた取付パッキンなどは変形していませんか。 
与きちんと合ってないとふきこぼれるので、変形した部品は交換してく 
ださい。（有償） 

♦内ぶた、内ぶた取付パッキンなどはされいに掃除していますか。 

^内ぶたのルさな穴びつまるとふきこぼれます。 

•無洗米を使っていませんか。 

〜2度すすいでから水に浸し、吸水させる。（10、14、15ページ参照） 

^米量が多い場合は、特に念入りにすすぐ。 

•ひたし時間は適正ですか。 

^白米：春〜夏は約30分、秋〜冬は約目0分 
胚芽精米-輸入米-ち米：春〜夏は約60分、秋〜冬は約9日分 

•むらし終了前にふたを開けていませんか。 

炊きあがりが軟5かすざる 

•正しく洗米していますか。 

^力を入れすざたり、お湯で洗ったりするとお米が砕け、ベちゃになる。 
手のひらでやさしく T 寧に必ず水で洗ラ。 

•お米の量、水加減はまちがっていませんか。 

^計量カップでお米の量を確かめる。 

^水平な場所で、両側の目盛で水加減する。 

^無洗米を炊く場をは無洗米専用計量カップを使用する。 

•ご飯をよくほぐしましたか。 

^む!5しが終わった S を分な水分をとばすためできるだけ早くご飯をほぐす。 

•炊飯調節つまみの目盛とお米の量がまちがっていませんか。 

^炊飯調節つまみの目盛とお米の量を合わせる。 （17 ページ参照） 

こげる 

•よく洗米していますか。無洗米は種類によってはこげやすいらのがあ 
ります。 

^めか分が残っているとこげるので、水がきれいになるまでお米を洗う。 

•調味料などを入れていませんか。 

^調味料はご飯の消乂温度より低い温度でこげはじめるので、気になる 
場合は調味料の分量をひかえめにしてください。 


オプラート状の膜が蓋の周囲に 
張るのは正常です。 

(お米から出たデンプンが膜に 
なつたちのです） 


•長時間ひたしていませんか。 

^ひたし時間が長いと洗米によってでさた割れ米や粉米がかま底にたま 
り、こげやす<なる。 

•感熱部やかま底が巧れていませんか。 

与巧れていた！5きれいにする。「あとかたづけ」「お手入れ」 （19 ‘2日ぺージ参照） 


のことをお調べのラえ、なお異常のあるとをは、お買い上げの販売店または当社の支社 • 支店 • 営業所 • 出張所にご連絡ください。 
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品 


名 

RR-100GS-C 


ミ先米おき 

白米 

0.3 目〜 1.98(2 〜 11) 

炊飯量 

無洗米 

0.34 〜1.19 (2 〜 7) 

(カップ） 

ミ先米すぐ 

白米 

0.3 目〜0.90 (2 〜 5) 

無洗米 

0.34〜 0.8 日 （2 〜 5) 

外形寸法 

高 

さ 

349 

幅 

309 

奥 

行 

283 

質 

量 (kg) 

已 .4 

ガス 

接 

続 

が. 5mm ガス用ゴム管 

点 乂 

ち 

式 

連続 スパーク 点火 

安全 

装 

置 

立消え安全装置 • 過熱防止装置 

付 

属 

品 

計量カップの米用•無微船 1® •単涨乾載か臟綱書(偏I書付) • 「連絡先」-覧表 


■個別ガス消費量 



1時間当りのガス消費量 （ kW ) 

~び 

RR-100GS-C 

L 

P 

ガス用 

1.80 

都 

13A 

1.80 

12A 

1.68 

市 

目 A 

1.69 

ガ 

日 C 

1.69 

ス 

し 

目巨•目 C.7C 

1.69 

用 

1_2 

已 A •已巨•已 AN 

1.69 

1_3 

4A-4B-4C 

1.69 


※仕様は改良のため予告なく変更することがあります。 


n □□□ 日 ™ 

309 
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M 



長期巧巧わない場合 

乾電池を抜さ、各部の巧れを取除さ、十分に乾燥してか S ほこりなどの異物が入!5ないようにビニールに包み、 
お買い上げになったとさの箱に入れ湿気やほこりの少ないところへ保管してください。 

特にガス通路部分（ガス接続 □) には、ほこりが入ってガス通路をつま S せないように、お買い上げになった 
際に取付けられていたキャップをガス接続□にはめてください。 

■機器を廃棄する時のお願い。 

本機器は乾電池を使用していますので、大型ゴミなどで廃棄される場合は、必ず乾電池を取り外してくださ 
し、。そのままにしておくと思わめ事故になることがあります。 

^^1111アフターヴービスについて 


サービス（点検•修理など）をなおされる前に 


■ r 故障•異常の見分けちと処置方法」の項を見てらラー度ご確認ください。それでら不具合な場合、あるいはご不 
明な場合は、ご自分で修理なさ S ないで、必ずガス栓を閉めてか!5、お買い上げの販売店または当社の支社•支 
店 • 営業所 • 出張所にご連絡ください。 

※アフタ—ヴ—ビスをお申しつけの勵ま、次のことをお知5せください。 

① 製品名 • ガスの種類 ④ご住所 • お名前 • 電話番号 

② 形式の呼び（銘板表示のもの） ⑥訪問ご希望曰 

③ 故障または異常の内容（できるだけくわしく） 

■定期点検のすすめ（有料） 

安/こ\してお使いいただくために、定期的に点検を受けてお手入れされることをおすすめいたします。 
■お客様の個人情報の取り扱いについて 

-当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所-電話番号などの個人情報を、サービス活 
動および安全点検活動のために利用させて頂く場合がございますのでご了承ください。 

•当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委話する場合、法令に基づく義務の履行または権限の行 
使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を除さ、当社 m 外の第兰者に個人情報を開示-提供は 
いたしません。 


捉居される場合 


■ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分があります。 

' 么警告 

ガスの種類が異なる地域へ転居される場合は、調整•改造の必要があります。転居先のガスの種類 
を確認のラえ、お買い上げの販売店、またはちよりのガス事業者にご相談ください。 


■転居にともなう調整や改造に有する費用は、保証期間内でも有料となります。 


保証について 


■裏表紙が保証書になっています。 

■当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障がある場合、一定期間と一定条件のちとに、 
無料修理に応ずることを約束いたします。（詳細は保証書をご覧ください。） 


補修用性能部品の保有期間について 


■補修用性能部品保有期間は、当製品の製造打ち切り後6年間となっています。（補修用性能部品とは、その □ 
製品の機能を維持するために必要な部品です） D 

■無料修理期間経過後の故障修理については、故障修理によって機能が維持できる場合、有料で修理いたします。 □ 


アフターサービスなどの連絡先 


■お買い上げの販売店または当社の支社-支店-営業所-出張所にご連絡ください。 ^ 

■別添の「連絡先」一覧表を参照してください。 ^ 
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連絡先 


本 社 泣日52 巧 61)8211 干 454-08 の 名ち屋巿中川区福住お 2 番 26 号 札幌支店 0011 (281)2506 〒〇目日-日日31 

関 ま 支社 狂日 3(3471)9047 fl 40-0002 東京都品川区ま品川 IT 目 目 番目号 新漏支店 0025(247)6610 干 95日-日864 

ま 京支店 泣日 3(3471)9047 fl 40-0002 東京都品川区ま品川 IT 目 目 番目号 中部支社 0052(363)8001 〒454-日8の 

化関 ま 支店 0048(667)4321 〒331-日811さいた ま市；!ヒ区吉野町 1 T 目 39 日- 1 関西支社 006(6786)3601 〒55日-日日14 
ま 関 ま 支店 0043(273)3360 〒勝 日の目 千葉市美浜 区 幕張邸 T 目 7-1 広島支店 巧日のり 77)5131 干 733-0833 

南関 ま 支店 0045(320)3051 干 2化日856 横お市 巧蔚1| 区；ツお上町 4 番 1日 号高松支店 泣日 87(821)8 日55 干 76日-日日66 
ま北支社 0022(238)8315 〒984-日日の仙台市若林区卸町ま 1 T 目日-5 九州 支社 0092(281)3234 〒8が日日29 


札 m 峡图卜条栽 T 目 
新漏市難 T 目 1-74 
名ち屋市中川關御了離6号 
大阪市駆；№1订刖番21号 
關禍關 I センタ-灯目偶21号 
高獅福瞧汀刖番6号 
福瞧博多閱門別了離号 


1111111111111111111111111111111 


02551218 


TRR100GSC-01 

06.09 


形式の呼び RR -100 GS-C 

リンナイガス炊飯器 保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたちのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場合に、本書記載内容で無料修理を行ラこ 
とをお約束するちのでず。 

言己 

1. 保証期間は、お買い上げの曰から1年間とし、機器本体を対象としまず。 

保証期間中故障が発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼<ださい。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談< ださい。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理が依頼できない場をには、別添の「連絡先」 
一覧表をご覧の上、お近くのリンナイ支社-支店-営業所-出張所にご相談ください。 

4. 本保証書は再発行いたしませんので大切に保存してください。 

已.保証についての規定は下記をご覧ください。 

無料修理規定 


1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのま意書に従った正常 
な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店ま 
たはちよりの興社窓口が無料修理いたします。 

2. 保罰期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い 
上げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して本書をご 
提示ください。なお、離島および離島に準ずる遠隔地へ 
の出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し 
受けます。 

3. 保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障およ 
び損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによる故障 
および損傷。 

(八）火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、公害や 
異常電圧による故障および損傷。 

(二）(例え肤業務用の長時間使用、車両、 
船舶への搭載）に使用された場合の故障および損傷。 

(ホ）本書の提示びない場合。 


(へ）本書にお買い上げ年月日、販売店名の記入のない場合 
あるいは字句を書さ替え5れた場合。 

(卜）指定がの燃料、使用電源（電圧）の使用による故障お 
よび損傷。 

け）ご転居などによる熱量変更に伴ラ改造-調整の場合。 

4. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

※この保証書は本書に日月示した期間、条件のもとにおいて 
無料修理をお約束するちのです。従ってこの保罰書によ 
って、保証書を発行しているち（保証責任者）およびそ 
れながの事業者に対するお客様の法律上の権利を制限す 
るものではありません。保証期間経過後の修理などにつ 
いてご不明の場合は、お買い上げの販売店または別添の 
「連絡先」一覧表をご覧の上、お近くのリンナイ支社- 
支店-営業所-出張所にお問い合わせください。 

《保罰期間経過後の修理、巧修用性能部品の保有期間につ 
いて詳しくは2日ページをご覧ください。 


お買い上げ曰および販売店名 


お買い上げ曰 


年 


月 


曰 





































